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来予測について評価を行った。輸入依存エネルギー供給リスク指標（Risky External Energy Supply, 

























審 査 の 要 旨 
【批評】 
本論文は、資源国でありながら十分な経済発展が進んでいないカザフスタンに焦点をあて、経済・
エネルギー・環境面から総合的に分析、評価を行い、政策面での提言を行うことを主目的としている。
階層的システムアプローチの手法を用い、カザフスタンを含む旧ソビエト連邦中央アジア諸国の CO2
排出とエネルギー消費の現状分析、カザフスタンにおける産業部門別分析、要因分析、発電部門の環
境影響評価ならびに外部性評価としての環境影響評価、排出権取引制度設計など、包括的に経済・エ
ネルギー・環境面から評価・分析を進めている。結果・考察について定量的に論じられ、現状分析に
基づく政策的知見が示されており、新規性・独創性も十分あり、今後のカザフスタンならびに中央ア
ジア諸国の経済・エネルギー・環境問題解決に向けた政策面、技術面、経済面での政策への貢献が期
待できる成果が得られている。以上より、本論文は博士（工学）学位論文に値する。 
【最終試験の結果】 
平成２８年１月２６日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、
著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。この結果とリスク工学専攻にお
ける達成度評価による結果に基づき、学位論文審査委員全員によって、合格と判定された。 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
 
